
4　開催　日　的 松浪地区まちぢから協議会の設立に関する総会

5　審議事項及び議決事項

(1)議案第1号

(2)議案第2号

(3)議案第3号

(4)議案第4号

6　議事録著名人

7　資　　　　料

(1)　次第

(2)議事資料-1

(3)議事資料-2

(4)議事資料-3

松浪地区まちぢから協議会規約の制定について

平成25年度委員及び役員の選任について

平成25年度事業計画について

平成25年度収支予算について

前田積委員、牧島達夫委員(全会一致で選任)

(規約案)

(委員選任案・役員選任案)

(事業計画案・予算案)

8　議事の経過の概要及び結果

○松浪地区自治会連合会　地域コミュニティW/G　座長　あいさつ

0松浪地区まちぢから協議会の設立について

・植松座長より、設立にあたっての経緯等を含めた挨拶があり、協議会の設立がされた。

○茅ヶ崎市理事・総務部長あいさつ

○議長選出

・会長が選出されるまでの間の議事の進行を行う議長ついて、これまで地戟コミュニティW/Gの

座長を務めていただいていた植松座長を選出(全会一致)。

○議事

(1)議案第1号　松浪地区まちぢから協議会規約の制定について

・原案のとおり、全会一致で可決。

(2)総会の定足数報告

・親約第12条に準じて、総会は委員の過半数の出席をもって成立すると確認し、全16名

中、15名の出席と1名の欠席があった旨の報告。
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(3)議案第2号　平成
・委員及び役員に

(3)議案第3号　平成
・原案のとおり、

(4)議案第4号　平成
・支出の助成費の

5年度委員及び役員の選任について

いて、別紙のとおり、全会一致で可決。

5年度事業計画(案)について

会一致で可決。

5年度予算(案)について

途が具体的には決まっておらず、助成費の内容の記載を変更する必要が

以上です芸薫霊醜聞議し、謝ることとしたo

議　　　　　長

議事録署名委員

議事録署名委員
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平成25年度　松浪地区まちぢから協議会委

(規約第5条関係)

選任

及び役職

植松　伸蹟 浜竹一丁目白

前田　積 浜竹二丁目自 台会　会長

中嶋　隆夫 浜竹三丁目自

大類　ひさ枝 浜竹四丁目自

渡辺　俊幸 松浪一丁目白

小西　眞八 松浪二丁目自

有川　勝治 富士見町自治

辻　俊子 しG富士見町 治会　会長

平松　民平 常盤町自治会

牧島　達夫 緑が浜自治会

松井　教 汐見台自治会

名井　協
出口町自治会

松浪地区街づ

会長

り委員会委員長

北村　嘉秀 ひばりが丘自 会　会長

水島　賂隆 美住町自治会

小野江　達人 松浪地区街づ り委員会副委員長

田島　洋子 松浪地区街づ り委員会副委員長

平成25年度　松浪地区まちぢから協議会役

(規約第7条関係)

選任

小野江　達人



圏
∴　…　　　坦害



幸

3　事務局の構成メンバーl

O規約上の整合が取れ

が必要であることに

第9条4　書記は、

こ/二川ヽて

い部分について意見交換を行い、第29条第2項について文言の整理

合意し、次回臨時総会で審議し、議決することを決定した。

局を総括する。

第29条2　事務局は、市が担当する。

○盆踊り大会(模擬店)

で長年に渡り、街づ

民集会が控えている中で、それらの事業を進めていくにあたり、これま

き貴会の事務局であり、地域のイベントについてノウハウを持っている

方々の協力が必要なのではないか。

→規約上では可能であるが、街づくり委員会がまだ形として残っている状況の中で、安易にまちぢ

から協議会の事務局貝に入ってもらうということではなく、もう少し検討をしてから話を進める

べきではないか。

→次回運営委員会において、盆踊り大会(模擬店)や市民集会の実施方法も含めた中で、再度意見

交換を行う。

4　今後のスケジュールについて

06月4日(火)　18時30分　院災対策部会設置に向けた打ち合わせ　松浪自治会館

06月13日(木)18時30分　地区防災訓練実行委員会　　　　　　　松浪自治会館

06月19日(水)18時30分　臨時総会、運営委員会　　　　　　　　松浪自治会館

以上



松浪地区まちぢから協議会設立総

日時　平成25年5月

場所　松浪自治会館

2　松浪地区自治会連合会　地域コミュニティW/G　座長　あいさ

3　松浪地区まちぢから協議会の設立について

4　茅ヶ崎市　理事・総務部長　あいさつ

5　議長選出

6　議事

(1)議案第1号　松浪地区まちぢから協議会規約の制定につ↓

(2)総会の定足数報告

(3)議事録著名人の選出

(4)議案第2号　平成25年度委員及び役員の選任について

(5)役員のあいさつ

(6)議案第3号　平成25年度事業計画及び

議案第4号　平成25年度収支予算について

7　その他

8　閉会

31日18時30分より

て



【議事資料-1-】

第嚢≡三三三三三三馴本上と科し
(区域)

第2条　本会の区域は、松浪自治会連合会の区域(以下「地区」1

(目的)

第3条　本会は、茅ヶ崎市自治基本条例の第25条(コミュニテ.

に基づき、「地域と市の協働」、「市民相互の協働」の考えの…

器警護霊籠藷藷欝…
域の様々な活動について話し合い、顔の見える関係づくりや団4

くの方々が地域の情報を共有し、地域活動を活性化し、まちぢ7

聖堂蟹送をしていくことを目的とする。
(事業)

第4条　本会は、第3条の目的を達成するため、次の事業を行う。

(l)地区内の住民及び各種団体等の墓連盟選題解決に向けた取l

(2)地区内の住民及び各種団体等の共通璽学習及び行事等に関-

(3)地区内の各種団体等の活性化及び各種団体相互の連絡調整を

(4)地区内の住民の参画と情報の基左並びに協働の推進に関すi

(5)その他、前条の目的達成に必要な事業の実施に関すること。

(委員)　　現時両雄両
第5条　本会の委員は、松浪地区自治会連合会に属する単位自治

づくり委員会の委員長及び副委員長で構成する。なお、地区の

及び次に掲げる者については、総会において議決された者から川

(l)地区内に住所又は活動の拠点を有し、委員の募集に対し応

(2)地区内に住所又は活動の拠点を有し、本会が推薦した者。

2　委員の任期は2年とする。ただし、再任は妨げない。

3　欠員による補充委員の任期は、前任者の残任期間とする。

(準委員)　哩

第6条　本会に準委員を置く。

1

二いう。)とする。

つ及び第26条(協働)

圭、松浪地区自治会連合

を及び地区内に居住する
■-　--小--一一〇-　喜　一へ・〇一一「

:ユニティを形成し、地

こ同士の連携を図り、多

ゝらを高め、地域の課題
〇　　　　　　　　〇一一○○一一-

組みに関すること。

ること。

関すること。

こと。

…の代表者、松浪地区街

「分野の地域団体の代表

次委員に追加していく。

巨をした者。



2　準委員の任期は2年

3　欠員による補充委員

(役員)

第7条　本会に次の役員

(1)会長　　1名

(2)副会長　　2名

(3)会計　　　l名

(4)書記　　1名

(5)監事　　　2名

(役員の選任)

第8条　会長、副会長、

選任する。

(役員の職務)

第9条　会長は、本会を

2　副会長は、会長を稀

3　会計は、本会の会計

4　書記は、事務局を総

5　監事は、本会の会計

会計事務及び業務執行

報告のために必要があ

(役員の任期)

第10条　役員の任期は

2　補欠により選任され

3　役員は、辞任又は任

わなければならない。

(役員の解任)

第11条　役員が、本規

総会の議決により解任

(会議)

第12条　本会の会議は

2　総会及び運営委員会

総会及び運営委員会は

す。

3　総会及び運営委員会

するところによる。

(総会の構成)

する。ただし、再任は妨げない。

任期は、前任者の残任期間とする。

置く。

計、書記及び監事は、総会において、委員の中から互選により

表し、会務を総括する。

し、会長に支障があるときは、その職務を代行する。

務を処理する。

する。

務執行について監査を行い、毎年定期総会に報告する。

こついて不正の事実を発見したときは、総会に報告することとし、

と認めるときは、臨時総会の開催を請求する。

2年とする。ただし、3期までとする。

役員の任期は、前任者の残任期間とする。

満了の後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行

に違反したとき又は本会の名誉を傷つける行為をしたときは、

ることができる。

総会、役員会、運営委員会、部会とする。

ま構成員の過半数が出席しなければ開くことができない。ただし、

任状の提出があった委員については、出席があったものとみな

議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決



第13条　総会は、委員をもって構成する。ただし、

とができる。

2　総会の議長は、本会の会長が就く。

(総会の種別)

第14条　総会は、定期総会及び臨時総会とする。

2　定期総会は、年度当初に開催する。

3　臨時総会は、会長が必要と認めたとき、総会を

目的たる事項を示して請求があったとき及び第9

あったときに開催する。

(総会の招集)

第15条　総会は、会長が招集する。

2　総会を招集するときは、総会の構成員に対し、

して、会議の7目前までに通知しなければならな↓

(総会の議決事項)

第16条　総会は、次の事項を審議し、議決する。

(1)事業計画及び事業報告に関する事項

(2)予算及び決算に関する事項

(3)委員、役員、部会長、準委員の選任及び解任と

(4)部会の設置及び廃止に関する事項

(5)議事録著名人の選任に関する事項

(6)本規約等の制定及び改正に関する事項

(7)その他第5条に掲げる委員から提案された事

(総会の議事録)

第17条　総会の議事については、次の事項を記載

(l)日時及び場所

(2)委員の現在数及び出席者数(委任状を提出し

(3)開催日的、審議事項及び議決事項

(4)議事の経過の概要及びその結果

(5)議事録著名人の選任に関する事項

2　議事録には、議長及びその会議において選任さ

をしなければならない。

3　議事録は、委員に送付する。

(役員会の構成)

第18条　役員会は、役員(監事を除く)をもって

2　役員会の議長は、本会の会長が就く。

(役員会の招集)

3

準委員を出席させるこ

分の一以上から会議の

により監事から請求が

容、日時及び場所を示

成しなければならない。

人2名以上の署名押印



第19条　役員会は、会

(役員会の審議事項)

第20条　役員会は、次

(1)総会、運営委員会

(2)総会、運営委員会

(運営委員会の構成)

第21条　運営委員会は

せることができる。

2　運営委員会の議長は

(運営委員会の招集)

第22条　運営委員会は

(運営委員会の議決事

第23条　運営委員会は

(l)各部会が協議した

(2)各部会聞及び各種

(3)総会に付議すべき

色)総会におし

(5)総会の議決を要し

(6)協議会に寄せられ

(7)その他第5条に掲

(部会の構成)

第24条　各部会は、委

2　各部会に部会長及び

3　部会長は、委員とす

4　副部会長は、部会の

(部会長及び副部会長

第25条　各部会長、各

2　部会長は、当該部会

3　副部会長は、部会長

(部会長及び副部会長

第26条　部会長及び副

2　補欠により選任され

3　部会長及び副部会長

その職務を行わなけれ

(部会の招集)

第27条　部会は、部会

が必要と認めたときに召集する。

事項を審議する。

こ付議すべき事項

部会の会務の調整に関する事項

委員をもって構成する。ただし、参考人として準委員を出席さ

本会の会長が就く。

会長が必要と認めたときに招集する。

)

次の事項を審議し、議決する。

業に関する事項

体間の連絡調整に関する事項

項

(以下「意見等」という。)に関する事項

ずる委員から提案された事項

及び部会員で構成する。

l」部会長を置く。

から互選により選任する。

職務)

l」部会長は次の職務を行う。

代表し、会務を総括すると共に運営委員会に出席する。

補佐し、部会長に支障があるときは、その職務を代行する。

任期)

会長の任期は2年とする。ただし、再任は妨げない。

部会長及び副部会長の任期は、前任者の残任期間とする。

、辞任又は任期満了の後においても、後任者が就任するまでは、

ならない。

又は運営委員会が必要と認めたときに招集する。

4



5



∃ �����【議事資料- (案) 

平成25年度　松浪地区まちぢから協議会委員選イ 

(規約第5条関係) 

氏名 ���所 �及び役職 �� 

植松　伸蹟 ���一浜竹一丁目白† �会　会長 

前田　積 ���浜竹二丁目自y �会　会長 

中嶋　隆夫 ���浜竹三丁目自乎 �会　会長 

大類　ひさ枝 ���浜竹四丁目自治 �会　会長 

渡辺_俊幸 ���松浪一丁目自治 �会　会長 

小西　眞八 ���松浪二丁目自推 �会　会長 

有川　勝治 ���富士見町自治 �会長 

辻　俊子 ���LG富士見町自 �台会　会長 

平松　民平. ���常盤町自治会 �会長 

牧島　達夫 ���緑が浜自治会 �会長 

松井　教 ���汐見台自治会 �会長 

名井　協 ���出口町自治会 松浪地区街づく �会長 り委員会委員長 

北村　嘉秀 ���ひばりが丘自治 �本　会長 

水島　賂隆 ���美住町自治会 �長 

小野江　達人 ���松浪地区街づく �り委員会副委員長 

田島　洋子 ���松浪地区街づく �り委員会副委員長 

平成25年度　松浪地区まちぢから協議会役員選 ����(案) 

(規約第7条関係) 

役職名 �人数 �氏　　名 �� � 

会長 �1 � ��i 

副会長 �2 �i �� 

会計 �1. � �� 

書記 �1 � �� 

監事 �2’ �i �� 



議案第4号

平成25年度　松浪地区まちぢから協議会事業計

○事業及び会議

・各分野の地域団体と話し合いながら、各分野の

早い段階で、自治会と各分野の地域団体の代表

性を持っ組織とする。

・事業については、これまで松浪地区自治会連合

ほか、部会設置に向けた取り組みを行う中で協

する。

部会設置に向けた取り組みを行う中で協議会と

議会の活動に関して地域住民に幅広く辞す
・このほか、規約第3条に規定する協議会の目的

いて、運営委員会において協議、決定する。

・会議の日程は次のとおり

(案)

【議事資料3】

員の選出を行い、なるべく

構成された松浪地区の代表

で主催してきた事業を行う

ベントを実施

国】

てのイベント を実施し、協

成のために必要な事業につ

会議・事業名

役員会(適宜)

運営委員会(適宜)

○部会設置に向けた取り組み

・防災対策分野に関する部会設置に向けての取り糸

・安全対策分野に関する部会設置に向けての取り糸

・環境対策分野に関する部会設置に向けての取り糸

・保健福祉分野に関する部会設置に向けての取り糸

※具体的な取り組みは、運営委員会において決

平成25年度　松浪地区まちぢから協議会予算

み

み

み

み

する。

収入 ���i 

項　目 �金　額　(円) � �容 

補助金 �440,000 �地区自治会 (100, 地区防災訓 (240, (仮称)松 議会立ち上 (100, �重合会等補助金 00) 、補助金 00) 地区まちぢから協 ず準備会 00) 

分担金 �359,400 �自治会より � 

雑収入 �120,957 �松浪地区自 �台会連合会繰越金 

受取利息 �47 �普通預金利 � 

計 �920,404 � � 


